
がん患者支援・がん征圧

みんなで作るリレー・フォー・ライフ・ジャパンいばらき

チャリティーウォークイベント

キックオフ開催決定！

2025.8.10（日） 1 2 : 0 0 ～ 2 0 : 0 0

(受付開始) (終了) 

i n
つ く ば カ ピ オ

大 清 水 公 園

Celebrate（祝う）
がんの告知を乗り越え、今

を⽣きているサバイバーや

ケアギバーを讃え、祝福し

ます。

Remember（しのぶ）
がんで旅立った愛する人を

しのび追悼します。また病の

痛みや悲しみと向き合ってい

る人たちを敬います。

Fight Back（立ち向かう）
がんの予防や検診を啓発し征圧の

ための寄付を募り がんで苦しむ
人、 悲しむ人をなくす社会をつく
りま す。

昼の部会場：つくばカピオ リレーウォーク 夜の部会場：⼤清水公園 ルミナリエ
エンプティ テーブル

参加寄付：1,000 円（がん患者・がん経験者・高校⽣以下は無料）
【主催】 公益財団法人⽇本対がん協会、リレー・フォー・ライフ・ジャパンいばらき実⾏委員会
【共催】つくば市 

公益社団法人茨城県栄養⼠会・公益社団法人茨城県臨床検査技師会・筑波大学付属病院・厚生労働省

TEL  080-1242-2625（松岡）又は 090-9373-7333（吉⽥）
E-mail  relay4life.ibaraki@gmail.com

実⾏委員 及び
ボランティア募集 !!お問合せ

【後援】
公益社団法人茨城県看護協会・公益社団法人茨城県作業療法⼠会・公益社団法人茨城県理学療法⼠会

（写真提供 ：リレー ・フォー ・ ライフ・ジャパン）

公益財団法人茨城県総合健診協会「けんこうリンク」・⼀般社団法人茨城県医師会



開会宣⾔、実⾏委員⻑挨拶

来賓挨拶

サバイバーズラップ

オープニングラップ

参加者写真撮影

14:30〜15:00

医療⽀援ドクター
けやきトータルクリニック

内科医：佐藤恵⾥先⽣

16:45〜17:15 「愛」の⼒の使い途

ラストウォーク

各集計結果発表

主催者挨拶

閉会宣⾔

SHU＆MACHIKO

筑波⼤学医学医療系

サバイバーズトーク

参加チーム紹介

夜 の 部 ： ⼤ 清 ⽔ 公 園

Dr.櫻井英幸

タイムスケジュール

12:00〜13:00 参加者受付開始

館内常設特別ブース

13:00〜13:30

13:30〜14:00

昼 の 部 ： つ く ば カ ピ オ

14:00〜14:30

15:30〜16:00
15:00〜15:30

16:30〜16:45 17:15〜17:45

19:00〜19:15 ルミナリエセレモニー

19:15〜19:20 サイレントウォーク

エンプティーテーブル（詩 朗読）

静かに⼤切な⼈を思いながら歩きましょう

19:30〜19:40

19:40〜20:00

写真提供：リレー・フォー・ライフ・ジャパン

T-cube

ジャムシャンテ

ロッキー

⾳⿓（オンリュー）

バルーンパフォーマー
海賊タロウ

ルミナリエ寄付募集中
右QRコードから参加

特別講演

�治す治療から⽣きる治療へ

開会式

陽⼦線治療センター部⻑

共に⽴ち向かおう！

⽩⾎病を乗り越えて！

がん征圧に向け、⽴ち向かう仲間たちを紹介

がん相談ホットラインの活動について

放射線腫瘍科教授

閉会式

12:15〜12:45

実⾏委員⻑：松岡⼀成

ステージ演奏

�〜がん患者のQOLを⾼める

�陽⼦線治療〜

朗読：鈴⽊もえみ

フリーアナウンサー
元�ひらけ！ポンキッキ！

８代⽬のお姉さん



各チーム
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桜土浦 I Cから下りた後、

約15分程の行程となります。

健康リンク

アリーナ内

会場案内

つくばエクスプレス「つくば駅」下車 A3出口より徒歩10分

つくば駅

つくばカピオ

大清水公園

車（常磐自動車道）の場合

駐車場は収容台数が少ないた
め、満車の際は近隣の有料駐
車場をご利用ください。
（お近くの有料駐車場）
・つくば都市交通センター管理
　駐車場
  （南４・南３等をご利用で長時間駐車
す る 場 合 は 、 ２ ４ 時 間 ま で 1 , 0 7 0 円
（現金と引き換え）で利用可能な駐車券
を受付窓口にて、発券致します。）

大清水公園側

観客席 観客席

エントランスロビー受付

各
チ
ー
ム
ブ
ー
ス

救護

休憩

手形

バルーン 啓発展示

受
付

啓発イベント

スペース

H
O
P
E

リレー・フォー・ライフとは

がん患者さんやその家族
を支援し、地域全体で

がんと向き合い
がん征圧を目指します。
1年を通じて取り組む

チャリティー活動です。

リレー・フォー・ライフ
の始まり

1985年、 マラソンが得
意な一人の腫瘍外科医が
トラックを24時間走り続
け、１周するたびに友人か

ら寄付を募りました。

24時間走り続けたのは
「がん患者は24時間、
がんと向き合っている」

ので、 その思いを共有し
支援するためでした。

アクセスQR

グ
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駐車場案内QR

土足で参加OK！

お
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http://www.tutc.or.jp/
http://www.tutc.or.jp/


サバイバー

ケアギバーリレー・フォー・ライフでは、がんの告知を乗り越

え、勇気をもって今を生きているがん患者さん

やがん経験者をサバイバーと呼んでいます。

サバイバーのご家族やご遺族、支援

者をケアギバーと呼んでいます。

開会式～サバイバーズラップ

リレーイベントの最初の１周は「サバ

イバーズラップ」と呼ばれ、がん患者

さんやがん経験者が歩きます。がん告

知や闘病を乗り越え、この⽇を迎えら

れたことを祝福します。

チームを組んでウォーク

リレーイベントでは、参加者はチームを組み交代で歩

きます。またリレー・フォー・ライフでは、夜越えのウォ

ークを推奨しています。患者さんと共に不安な夜を越

え、深い紫色の空（ドーンパープル：夜明けの空の色）

を見るのはリレーイベントならではの光景です。

※いばらき実行委員会でも来年は夜越えを計画します。

ルミナリエセレモニー

あなたがルミナリエに書いたメッセージがキャン

ドルの光で浮かび上がります。がんで旅立った

方々をしのび、がんに立ち向かっている人たち

を励まします。

リレー・フォー・ライフの会場でみかけるテー

ブルとイスのセットそれはエンプティテーブ

ルと呼ばれるものです。

リレーの会場に来ることができなかった、

旅立たれた愛する人たちをしのび用意され

た席です。

テーブルの上にあるバラやグラスには

ひとつひとつに意味があります。

エンプティーテーブル

リレー・フォー・ライフのロゴは、太陽を⽉と星をかたどった世界共通

のものです。

それは昼夜を問わず、がんという病に⽴ち向かう世界中の数えきれない

⼈々の勇気とリレー参加者の絶え間ないサポートを象徴しています。

�いつの⽇かがんで悩むことのない社会が訪れるという希望の星をかかげ

輝く太陽の下、降りそそぐ⽉の光の中で参加者が⼀丸となって共に病に

⽴ち向かう。

リレー・フォー・ライフのロゴには、そんな思いが込められています。

写真提供：リレー・フォー・ライフ・ジャパン 写真提供：リレー・フォー・ライフ・ジャパン

写真提供：リレー・フォー・ライフ・ジャパン 写真提供：リレー・フォー・ライフ・ジャパン



特別協賛

（順不同）

共催

後援

��財団���城�����協�「けんこうリンク」・⼀��団���城��師�

���団���城�看�協�・���団���城�作業療�⼠�

���団���城�理�療�⼠�・���団���城�栄�⼠�

���団���城�臨��査技師�・筑波⼤�付属��・�⽣労働省

協⼒医療機関



大洗まいわい市場

募金箱設置協力

寄付協力

思いやりの輪が広がり、共に歩む力となったことに
あらためて深く感謝申し上げます。

誠にありがとうございました。

リレー・フォー・ライフ・ジャパン　いばらき実行委員会

すずらん整形＆Lab 仁友不動産

菓子工房もみの木

株式会社エイティーファイブ

寄付の使い道

リレー・フォー・ライフで寄せられた寄付金は、日本対がん協会を通してがん医療の発

展や患者支援、検診の啓発に役立てられます。一部はリレー・フォー・ライフの運営

資金に充てられます。

ご協賛・ご寄付・募金箱の設置など、

さまざまな形でご支援くださった皆さまには心より感謝申し上げます。

がん患者支援

リレーイベント 

リレー・フォー・ライフ活動の締め括りとし

て、ウォークイベントを開催します。

がんの悩み相談 

看護師・社会福祉士による、無料の電話相

談です。がんに関することなら誰でもご利用

いただけます

がん征圧

プロジェクト未来

がんの新しい治療法や新薬開発に向けた

研究助成を寄附金で支えています。

若手医師育成のための奨学金 

（マイ・オンコロジー・ドリーム奨励賞）

がんを深く学びたい若手医師が、海外の専門施設で研

修するための費用の一部を寄附金で支えています。

がん相談ホットライン 03-3541-7830 

（年末年始を除く毎日 10～13時、15～18時）
がん検診受診率アップ

ポスターやパンフレットの作成など、がんについての知識の

普及・啓発・がん検診の受診推進活動を実施しています。


